
令和 5 年度 9月補正予算　主要な事業の説明書

（一般会計）

令和5年第3回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

3,600
2,300

補助率

５．その他参考となる事項
新幹線通勤通学定期券購入補助金事業
　新幹線嬉野温泉駅から20km以上の区間(新大村駅、江北駅、上有田駅以遠)まで通勤通学
　する者が対象。

　・20千円(補助額上限)×15人×12ヶ月=3,600千円(当初予算額)
　・17千円(補正時点実績平均)×29人×12ヶ月=5,900千円(実績想定)

当初予算事業費
9月補正事業費
(補正財源内訳)　　 一般財源

補正後事業費 5,900

市債

5,900

令和５年度 9月 補正予算

予算体系 2 総務費 1 総務管理費 6 企画費

事業費(千円)

事業名

事業内容
新幹線定期券
購入補助

新幹線定期券
購入補助 負担金、補助及び交付金 補助金

　【今回追加補正】　14人分　2,300,000円

新幹線通勤通学定期券購入補助金事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ③移住・定住・住まい

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 14 新規

ふるさと応援寄附金 1,200

新幹線を活用した通勤や通学を進めることにより、移住・定住（転出抑制）による人口増加を目的とし、活気と歓声に満ちた地域社会の構築へ繋げていく。

新幹線を利用して嬉野温泉駅から20ｋｍ以上の区間で通勤・通学を行う者に対して、新幹線を利用した定期券費用（会社などから支給される交通費を除いた額）の1/2（上限2
万円/月）を新幹線通勤通学定期券購入補助金として支給する。

予算額(単位：千円)

実施年度 令和２年度

財
源
内
訳

国庫支出金

令和３年度 令和４年度 令和５年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

5,900事業費(単位:千円) 1,283

その他

県支出金

5,900千円 計

一般財源 83

3,600千円
2,300千円
2,300千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 5 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

570

473
補助率 64

20
50
230

123,552 57,647

-1,000
3,433

５．その他参考となる事項

360
（財源内訳）国庫補助金 50,000
　　　　　　　 合併振興基金

　　　　　　　 一般財源 7,417

【今回追加補正(歳入)】建築物耐震対策緊急促進事業補助金123,552千円×1/2＝61,776千円

123,552 119,264

総合計画による位置づけ

予算体系 2　総務費 1　総務管理費 17　庁舎等整備費 事業名 庁舎整備関連事業

基本方針 　みんなで創る、自発のまちづくり 政策分野 ⑤財政計画

令和５年度 9月 補正予算

①市役所新庁舎の建設
②塩田庁舎等利活用に関する基本構想の策定

①新庁舎に係る基本・実施設計者をプロポーザル方式により選定し、基本・実施設計を作成する。
　 仮事務所移転に係る設計及び改修、基本・実施設計のために必要な測量地質調査を行う。
②塩田庁舎等利活用に関する検討委員会の開催及び基本構想策定支援業務の委託。

事業費(千円) 263,381 予算額(単位：千円)

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 14 新規

一般財源

実施年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
庁舎整備関連
事業

庁舎整備関連
事業

報酬 庁舎建設検討委員会5,700円×2人×5回＝57,000円

塩庁舎等利活用検討委員会5,700円×15人×6回＝513,000円

旅費 普通旅費75,000円×6人＝450,000円、2,210円×10回＝22,100円

需用費 消耗品50,000円

市債

その他（合併振興基金） 19,500 76,100 【今回追加補正】

ふるさと応援寄附金 委託料 設計等147,391千円、建設等支援30,138千円、塩田庁舎3,670千円

役務費 通信運搬費（利活用ｱﾝｹｰﾄ）3,283世帯×50％×140円＝229,810円

事業費(単位:千円) 20,565 242,816 費用弁償（庁舎委員）39,400円、費用弁償（塩田委員）23,640円

財
源
内
訳

国庫支出金 61,776 交際費 視察謝礼20,000円

県支出金

1,065 104,940 建設等支援（引越し）　　　　　　　 △1,000千円

庁舎移転等業務　　　　　　　　　　　　3,433千円

　水道施設巡回業務　　　　　　　  　　　540千円

　第2庁舎移転業務（引越し）　　　　2,593千円

　案内看板設置業務　                　　　300千円

使用料及び賃借料 【今回追加補正】

仮事務所賃借料　180千円×2か月

工事請負費 嬉野庁舎第1庁舎等改修（電気・設備等）　50,000千円

【今回追加補正】

計

電話、ネットワーク回線移設　　7,417千円

100,000千円 -23,900千円 76,100千円

132,606千円 -27,666千円 104,940千円

当初予算事業費 9月補正事業費 補正後事業費

232,606千円 10,210千円 242,816千円

0 61,776千円 61,776千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 5 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

11
3,325 78

補助率 70 82
1/3 177,769
1/3

657
130

17,498

1,557

５．その他参考となる事項

当初予算事業費 198,963千円
９月補正事業費     2,214千円
（補正財源内訳） 国庫支出金       397千円

県支出金       397千円
一般財源 　 1,420千円

補正後事業費 201,177千円

【補正内容】　
・ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ処遇改善の対象となる支援員の増加に伴う増額
・障がい児の利用増加に伴い支援員を追加配置して受け入れるための増額 201,006 171

１　児童福祉総務費 事業名 放課後児童健全育成事業

実施年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和５年度 9月 補正予算

予算体系 ３　民生費 ２　児童福祉費

令和５年度

労働等により、保護者が昼間家庭にいない小学校児童に対し、放課後の適切な遊び、及び生活の場を提供し、子どもの状況や発達段階を踏まえながら、児童の健全育成を
図る。

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

令和５年度実施場所　　　五町田小学校（4クラブ）、久間小学校（2クラブ）、塩田小学校（1クラブ）、嬉野小学校（4クラブ）、轟小学校（1クラブ）、吉田小学校（2クラブ）、
　　　　　　　　　　　　　　　　大草野小学校（1クラブ）、大野原小学校（1クラブ）　　　　　　　　計16クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　民営放課後児童クラブ（1クラブ）
　　　　　　　　　　　　　　　　※祝祭日、日曜、お盆（8/13～8/15）、年末年始（12/29～1/3）を除く

事業費(千円) 665,510 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ①結婚・妊娠・出産・子育て

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 子育て未来課 予算書ページ 17 新規

ふるさと応援寄附金 備品購入費 学習用テーブル：130,000円

事業費(単位:千円) 140,050 146,613 177,670 201,177 役務費 手数料：81,180円、保険料：69,293円

財
源
内
訳

国庫支出金 42,371 46,000 54,523 60,752 委託料 業務委託等：177,289,000円、警備：231,000円、送迎：248,050円

県支出金 38,501

事業内容
放課後児童健
全育成事業

放課後児童健
全育成事業

放課後児童健
全育成事業

放課後児童健
全育成事業

旅費 普通旅費：10,410円

需用費 消耗品費：33,572円、印刷製本費：43,923円、光熱水費：2,875,000円

修繕料：450,000円

41,891 52,186 60,752 【今回追加補正】

市債 ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ処遇改善事業：657,000円

民営放課後児童クラブ（間接補助）

一般財源 42,033 41,930 54,404 60,925
その他 17,145 16,792 16,557 18,748 負担金、補助及び交付金

計

【今回追加補正】

障害児受入強化推進事業：1,557,000円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 5 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

3,488
23,000
6,645

補助率

95%

５．その他参考となる事項

※事業概要等については、当初予算と同じ

当初予算事業費
9月補正事業費
（補正財源内訳） 市債

一般財源

補正後事業費

33,133計

ふるさと応援寄附金

13,372 1,733

1,500 31,400
財
源
内
訳

国庫支出金

6,300千円
6,645千円

市内各源泉に水位・流量等の稼動状況監視計器等を設置し、インターネット等を利用した源泉の一元的な集中管理システムを構築する。

事業費(千円) 48,699 予算額(単位：千円)

【今回追加補正】　6,645,000円

事業費(単位:千円) 694 0 14,872 33,133

工事請負費 源泉集中管理モニタリングシステム構築工事

一般財源 694

令和５年度 9月 補正予算

予算体系 ７　商工費 １　商工費 ５　観光施設費 事業名

実施年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
源泉集中管理
モニタリング構
築

源泉集中管理
モニタリング構
築

源泉集中管理
モニタリング構
築

源泉集中管理
モニタリング構
築

委託料 源泉集中管理モニタリングシステム構築修正設計・監理業務

予算書ページ 20

その他

嬉野温泉全体での温泉資源の保全を目的とし、集中管理による源泉情報の一元化を行い、市内各源泉状況をリアルタイムに把握し、統一的な温泉資源保全対策が図られ
る。

県支出金
市債

源泉集中管理事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ④観光

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課 観光商工課

26,488千円

新規

345千円

33,133千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 5 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

350

補助率

350

５．その他参考となる事項

〇歳出 報償費
講師謝金 350,000円
　
教職員等研修会 期日 令和5年11月12日（日）

場所 嬉野市社会文化会館（リバティ）
内容 国際理解に関する講演
参加対象 市内小中学校教職員、教育委員会関係　等

350 計

ふるさと応援寄附金

その他
一般財源

事業費(単位:千円) 350

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
学校教育施設等整備事業債

実施年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
教職員等研修
会

報償費 講師謝金

市民と教育について考える契機として11月第2日曜日を「嬉野市教育の日」に設定し、市民の教育への関心と理解を高め、次世代を担う子どもたちの教育に関する取り組みを
推進し教育の充実と発展を図る。

「嬉野市教育の日」に各学校の行事（授業参観等）及び研修会を開催する。
教育の充実と発展に向けて共通理解・共通実践を図るため、4年ぶりに教職員等研修会を開催する。

事業費(千円) 350 予算額(単位：千円)

予算体系 10　教育費 1　教育総務費 2　事務局費 事業名 「嬉野市教育の日」研修会

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課 予算書ページ 22 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

令和５年度 9月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 5 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
1,050 150
7,800 1,500

補助率
1/2

75%

8,850 1,650

５．その他参考となる事項

〇歳入 活用する交付金の事業名 学校施設環境改善交付金　　大規模改造(バリアフリー)（1/2） 4,425,000円
実工事費(補助対象経費）8,850,000円×1/2

学校教育施設等整備事業債 3,300,000円
（8,850,000円－4,425,000円）×75％＝3,300,000円（10万止）

〇歳出 委託料 設計監理業務 1,200,000円
工事請負費　　　 9,300,000円   （工事内容） ①スロープ新設 ２箇所（ｺﾝｸﾘｰﾄ造、ｽﾛｰﾌﾟﾀｲﾙ、両側ｽﾃﾝﾚｽ手摺）

②既設スロープ等改修（段差解消器具設置、ｽﾛｰﾌﾟﾀｲﾙ改修）
③既設トイレ改修 ２箇所（ｼｬﾜｰﾄｲﾚ、手摺改修、呼出ﾍﾞﾙ、自動水栓化）
④プール屋外階段手すり設置（両側２段手摺）

一般財源 2,775 計

国庫支出金

ふるさと応援寄附金

バリアフリー化改修設計監理業務　1,200,000円

工事請負費

4,425

県支出金

バリアフリー化改修工事　9,300,000円

事業費(単位:千円) 10,500

学校施設のバリアフリー化を行うことにより、配慮が必要な児童が支障なく安心して学校生活をおくることができる環境整備を図る。

車椅子に対応できるように嬉野小学校の施設を改修する。
（出入口スロープ新設、既設スロープ等改修、既設車椅子用トイレ改修、プール階段手すり設置）

事業費(千円) 10,500 予算額(単位：千円)

実施年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

令和５年度 9月 補正予算

23 新規 ○

予算体系 10　教育費 2　小学校費 1　学校管理費 事業名 学校施設バリアフリー化改修事業（嬉野小）

総合計画による位置づけ 基本方針

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課 予算書ページ

　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

財
源
内
訳

事業内容
バリアフリー化
改修工事

委託料

学校教育施設等整備事業債 3,300

その他
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